
1鳥取県衛生環境研究所報・第46号・2006

１　はじめに

　日本脳炎の患者数は1970年代以降著しく減少してい

るが、その主な要因は予防接種の普及などの予防対策や

環境改善による蚊との接触機会の減少と考えられてい

る。しかし、2002年に当県で23年ぶりに患者が発生する

など、依然として蚊によるウイルス保有が推定される状

況にある。また、アメリカやロシアなど世界的に拡がり

を見せているウエストナイル熱は、アメリカにおいては

昨年約2500人の患者があり、その内116人が死亡すると

いった状況に発展しており、ウイルスに汚染された蚊が

航空機等への混入を介して日本に侵入するのは時間の

問題と見られている。

　今回、日本脳炎ウイルスの保有状況及びウエストナイ

ルウイルスの侵入を監視することを目的として、県内に

生息する蚊の実態調査を実施したので、その概要につい

て報告する。

２　調査方法

１）調査期間

　平成17年6月～10月

２）調査地点

⑴　日本脳炎ウイルス

　 　ウイルスが豚の体内で増殖されることから以下の

３地点を選定した。

　　東部、中部、西部の養豚場各周辺

⑵　ウエストナイルウイルス

　 　港湾・空港が外国との接触が高いと考えられること

から以下の４地点を選定した。

　　鳥取港、境港、鳥取空港、米子空港各周辺

３）方　法

⑴　蚊の捕集及び同定

　 　蚊の捕集は1kgのドライアイスを併用したライトト

ラップを各地点につき１個設置し、夕刻から翌朝にか

けて毎月１回実施した。

　 　捕集した蚊は地点ごとに種類を同定し、計数を行っ

た。

⑵ 　ウイルスRNAの抽出及びRT-PCR法による遺伝子

検出

　 　捕集地点・月ごとに、５匹以上捕集された種類につ

いて、50匹までを１プールとしてウイルスRNAの抽

出を行った。

　 　RT-PCR法による日本脳炎ウイルスの検出は、
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1st PCRに はJE8K-SとJEER、nested PCRに はJE8K 

inner-SとJEER inner-Cの各プライマーを用いた。ウ

エストナイルウイルスの検出はWNNY514とWNNY904

及びFla-U5004とFla-U5457の２組のプライマーを用い

た。

⑶　シークエンサーによる遺伝子解析

　 　検出された遺伝子について、シークエンサーによる

塩基配列の解析を実施することによってウイルスの

特定を行った。

３　結　果

１）捕集された蚊の種類及び数

⑴　日本脳炎ウイルス対象地点

　 　養豚場周辺３地点での捕集結果をTable１に示す。

６種類の計1212匹の蚊が捕集されたが、その内の1161

匹がコガタアカイエカであり全体の約96%を占めてい

た。このことは養豚場周辺に田園地帯が多いことに起

因していると考えられる。また、６～８月は合計で

259～547匹と、比較的安定した捕集ができたが、９月

以降は捕集数が激減した。

⑵　ウエストナイルウイルス対象地点

　 　空港・港周辺４地点の捕集結果をTable２に示す。

５種類合計533匹が捕集されたが、米子空港など一部

捕集効率の悪い地点もあった。内訳はコガタアカイエ

カとアカイエカで全体の約96%と大半を占めた。

　 　また、蚊の種類ごとの捕集数は月によってムラのあ

る地点もみられ、捕集当日の気象条件などの要素がこ

のことに大きく影響していると考えられた。

２）RT-PCR法による遺伝子検出

　RNA抽出にあたって、総じて捕集数の少なかった９・

10月の捕集蚊については、二月分をまとめて計数を行っ

た上で実施した。

⑴　日本脳炎ウイルス

　 　検査対象とした31検体のうち、８月に東部養豚場で

捕集したコガタアカイエカの１検体において遺伝子

増幅が確認された（Fig.１）。

⑵　ウエストナイルウイルス

　 　検査対象とした21検体すべてにおいて、遺伝子増幅

は確認されなかった。

３）シークエンサーによる遺伝子解析

　遺伝子の検出された日本脳炎ウイルス対象１検体に

ついて、シークエンサーによる遺伝子解析を実施し、増

幅部位からプライマー部分を削除した塩基配列を決定

した（Table３）。

　次に、得られた285ntの塩基配列をDNA Data Bank 

of Japan（http://www.ddbj.nig.ac.jp/Welcome-j.html）

の検索システムにより検索を実施したところ、最高で

コガタアカイエカ 28 216 210 14 1 469
オオクロヤブカ 3 2 4 9
シナハマダラカ 1 2 5 2 10
コガタアカイエカ 64 36 38 1 139
ヒトスジシマカ 2 1 3
シナハマダラカ 1 1
コガタアカイエカ 277 3 273 553
アカイエカ 1 1
ヒトスジシマカ 1 3 1 5
オオクロヤブカ 1 12 2 15
シナハマダラカ 1 1 1 3
ヤマトヤブカ 4 4
コガタアカイエカ 369 255 521 15 1 1161
アカイエカ 0 0 1 0 0 1
ヒトスジシマカ 1 2 4 1 0 8
オオクロヤブカ 1 0 15 4 4 24
シナハマダラカ 3 2 6 2 1 14
ヤマトヤブカ 4 0 0 0 0 4

合　計 378 259 547 22 6 1212

種類別合計

西部養豚場

中部養豚場

東部養豚場

６月 ７月 ８月 ９月 10月 合　計
種　　類捕集地点

捕　　集　　数

６月 ７月 ８月 ９月 10月 合　計
コガタアカイエカ 19 96 10 6 131
アカイエカ 7 213 2 5 17 244
ヒトスジシマカ 1 2 2 3 8
オオクロヤブカ 1 1
コガタアカイエカ 17 20 40 22 99
アカイエカ 3 2 2 7
ヒトスジシマカ 1 2 4 1 8
シナハナダラカ 1 1
コガタアカイエカ 7 7
アカイエカ 3 3
アカイエカ 11 6 1 2 20
ヒトスジシマカ 2 2 4
コガタアカイエカ 43 116 50 28 0 237
アカイエカ 24 219 5 7 19 274
ヒトスジシマカ 1 3 4 8 4 20
オオクロヤブカ 0 0 0 0 1 1
シナハナダラカ 0 0 0 1 0 1

合　計 68 338 59 44 24 533

種　　類捕集地点

米子空港

鳥取空港

種類別合計

捕　　集　　数

境　　港

鳥 取 港

Table 1　日本脳炎ウイルス保有調査における蚊捕集状況

Table 2　 ウエストナイルウイルス保有状況における蚊
捕集状況

Fig.1　日本脳炎ウイルス遺伝子電気泳動写真
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100%の相同性で既知の日本脳炎ウイルスと一致し、当

該検出遺伝子が日本脳炎ウイルスと特定した。

４　まとめ

１ ）コガタアカイエカにおいて日本脳炎ウイルスの保有

がわずかながら確認された。今後も感染予防には蚊に

刺されないような注意が必要と言える。

２ ）ウエストナイルウイルスは今回の調査では検出され

なかったが、航空機等以外にも渡り鳥によるウイルス

持ち込みの可能性も指摘されていることから、引き続

き注意が必要である。
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